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§１．研究成果の概要 

 
昨年度に得たウイルス感染候補株について、逆転写 PCR（RT-PCR）によってウイルス感染の

有無を確認した。昨年度はパーティクルガンを用いて 3 種の糸状菌にウイルス導入を試み、合計

124 株のウイルス感染候補株を得た。これらの候補株を液体培養し、菌体から二本鎖 RNA を抽出

した上で、二本鎖 RNA を鋳型として RT-PCR をおこなった。その結果、124 株のうち少なくとも 1

株にはクライソウイルスが感染していることを示唆する結果を得た。しかしながら、感染が疑われる

株を新たに寒天培地に植菌して、菌糸を用いて逆転写 PCR をおこなったところ、ウイルスは検出さ

れなかった。この結果は、ウイルスが一度糸状菌に導入されたが、細胞分裂に伴い失われてしまっ

たことを示唆する。今後は、ウイルスがレシピエント内で維持される可能性を高めるべく、よりレシピ

エントに近縁な糸状菌をドナーとして用いて感染実験を進める予定である。 

また、昨年度に作製したウイルス遺伝子発現ベクターpPTRII_VGE の改良をおこなった。

pPTRII_VGE は、プロモーター配列とターミネーター配列の間に終止コドンを 1 つしか含んでおら

ず、従って、3 通りの読み枠のうち 1 つの読み枠が使われた場合のみタンパク質合成が正しく終了

する。そこで、新たに終止コドンを 2 つ加えることによって、どの読み枠が使われた場合にもタンパ

ク質が正しく翻訳されるようにベクターを改良した（pPTRII_VGEN）。そして、ウイルス遺伝子発現ベ

クターに、海水から得たウイルス由来配列、および菌類ウイルスの遺伝子を導入した。当該ベクタ

ーを用いて、糸状菌の二次代謝に与える影響を調べる予定である。 

 


